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「
戦
後
高
度
成
長
の
基
礎
分
析
」

高

木

隆

、出

氾

は
じ
め
に

　
　
　
本
稿
は
、
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
の
中
に
集
積
さ
れ
る

　
　
賃
労
働
者
の
分
析
の
序
説
の
役
目
を
負
う
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
　
こ
の
点
で
、
前
稿
の
”
戦
前
日
本
資
本
主
義
分
析
と
賃
労
働
論
”
に
関

　
　
す
る
論
評
と
方
法
論
上
の
連
系
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
ω
。

　
　
　
さ
て
、
あ
ま
り
に
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
賃
労
働
論
は
資
本
・
土

　
　
地
所
有
・
賃
労
働
と
い
う
論
理
展
開
の
三
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
す

　
　
な
わ
ち
特
殊
な
エ
ー
テ
ル
た
る
資
本
の
再
生
産
の
運
動
に
よ
っ
て
形
を

　
　
と
る
こ
の
三
者
の
中
で
の
み
賃
労
働
に
つ
い
て
の
分
析
が
果
さ
れ
る
と

　
　
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
こ
で
は
、
か
の
流
通
主
義
の
方
法
や
諸
要
因

01

@
の
無
媒
介
的
な
羅
例
で
事
た
れ
り
と
す
る
見
地
は
厳
と
し
て
避
け
ら
れ

ー　
　
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
さ
ら
に
、
一
切
の
問
題
を
原
理
・
あ
る
い
は
レ
ー

ニ
ン
『
帝
国
主
義
論
』
の
枠
の
中
で
説
こ
う
と
す
る
見
地
も
、
避
け
ら

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
将
に
問
題
は
、
こ
の
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
再
生

産
構
造
と
い
う
具
体
的
な
内
的
関
係
の
中
に
位
置
す
る
賃
労
働
と
い
う

具
体
的
関
係
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
と
言
っ
て
も
本
稿
は
、
日
本
賃
労
働
分
析
を
直
接
の
対
象
と
し
な
い
。

日
本
の
賃
労
働
を
日
本
の
賃
労
働
た
ら
し
め
る
戦
後
日
本
資
本
主
義
の

基
本
構
造
の
分
析
に
限
定
さ
れ
る
。
か
く
し
て
本
題
は
次
の
課
題
と
さ

れ
る
。

　
さ
て
こ
こ
で
の
課
題
は
、
日
本
資
本
主
義
の
基
本
的
構
造
の
確
認
に

限
定
さ
れ
、
そ
の
た
め
個
々
の
詳
細
な
分
析
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
又
、
膨
大
な
蓄
積
を
持
つ
こ
の
分
野
の
研
究

史
に
も
こ
の
際
、
関
説
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
最
後
に
、
重
化
学
工
業
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
「
重
化
」
と
略
記
す
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る
こ
と
に
し
た
の
で
了
解
さ
れ
た
い
。

第
一
章
戦
後
重
化
学
工
業
の
創
出
過
程
の
前
段

　
戦
後
段
階
の
日
本
資
本
主
義
の
地
位
は
、
次
の
生
産
力
指
標
に
典
型

的
に
表
現
さ
れ
る
。
戦
前
の
工
業
生
産
力
の
最
高
段
階
の
一
九
三
四
～

六
年
の
製
造
業
の
生
産
力
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
、
戦
後
段
階
の
六
五

年
は
六
六
〇
・
三
、
七
五
年
に
は
一
四
九
〇
・
五
に
達
し
て
い
る
（
表

1
）
。
今
や
戦
前
の
一
〇
倍
か
ら
二
〇
倍
に
達
し
て
い
る
戦
後
段
階
の

生
産
力
上
昇
に
、
戦
前
水
準
か
ら
の
隔
絶
し
た
高
さ
を
見
な
い
訳
に
は

い
か
な
い
。
こ
の
隔
絶
し
た
高
み
は
、
近
代
産
業
の
基
礎
を
な
す
鉄
鋼

業
の
迫
進
ぶ
り
に
さ
ら
に
明
確
に
示
さ
れ
る
。
（
図
1
参
照
）
粗
鋼
生

産
量
の
推
移
に
お
い
て
み
る
と
、
戦
時
重
化
学
工
業
化
の
達
成
水
準
を

表1製造業の生産力展開

製造業生産指数次年

1001934～
　　　　1936

660．31965

1374．21970

1743．91973

1490．51975

1833．3
　　t

1978

出所　経済企画庁調査局編r経済要覧』

　　　大蔵省印刷局，1980年，12p．

す
で
に
一
九
五
三
年
の
段
階
に
ぬ
き
さ
り
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
異
様

な
ま
で
の
高
み
に
達
し
た
様
が
看
取
さ
れ
よ
う
。
こ
の
点
、
世
界
的
な

異
例
事
を
な
す
の
で
あ
っ
て
、
戦
前
の
一
九
四
〇
年
段
階
に
は
英
は
日

本
の
約
二
倍
、
独
ソ
は
約
三
倍
、
米
は
約
一
〇
倍
と
い
う
生
産
力
格
差

の
も
と
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
後
の
一
九
七
五
年
に
は
、
日

本
を
一
〇
〇
と
し
て
一
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
鉄
鋼
の
国
英
・
独

を
五
〇
以
下
の
は
る
か
な
下
方
に
見
て
、
米
・
ソ
に
迫
る
異
様
な
迫
進

振
り
を
示
し
た
の
で
あ
る
（
表
2
）
。
明
ら
か
に
世
界
の
生
産
力
の
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

成
に
お
い
て
、
米
・
ソ
・
E
C
1
1
西
欧
の
大
陸
的
生
産
集
積
に
も
と
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

く
三
極
に
つ
ぐ
四
極
目
と
し
て
、
こ
の
島
国
の
小
国
日
本
が
現
れ
て
い

表2日本を基準とした各国粗鋼生産高比較

19751940

100100本日

19，3192イギリス

39．5280ツイド

138280連ソ

103．41000アメリカ

122．4

［EC9ケ国

出所　鉄鋼統計委員会r鉄鋼統計要覧』　日本鉄鋼

　　　連盟，1980年，第1－14表　eg　1－3図より

　　　筆者作成
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図1主要国粗鋼生産推移

16，000

14、OOO

　
　
／

　
　
ノ
ム
ゾ

　
　
唱
ー
．

。
A
μ
．

！
／
ー
－

12，〔mo

10，000

8，　OOO

6，（加

4，　COO

／
年以麟西災

本
．

19701960195019401930工920

↑

万トン

　　　1910㈲

i
’
r
c
°
．
E

第1－3図出所：r鉄鋼統計要覧』日本鉄鋼連盟

る
点
に
注
目
さ
れ
た

い
。
こ
こ
に
か
の
世

界
史
的
低
位
の
軍
封

構
成
の
戦
前
段
階
の

生
産
力
水
準
と
は
隔

絶
し
た
姿
を
見
て
と

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
か
く
し
て
問
題
は

誰
し
も
認
め
る
「
国

際
的
に
み
て
異
例
⑧
」

の
成
長
振
り
を
可
能

と
さ
せ
た
「
異
例
」

の
論
理
を
暴
く
こ
と

で
あ
っ
て
、
「
異
例
」

を
「
通
常
」
へ
と
解

消
す
る
こ
と
で
は
な

い
。
さ
ら
に
そ
の
こ

と
は
、
後
述
の
過
程

の
中
で
示
す
見
地
、

す
な
わ
ち
高
成
長
を

自
国
の
与
え
ら
れ
た

内
的
条
件
の
自
己
編
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成
を
も
っ
て
、
内
発
的
に
、
そ
れ
故
自
律
的
に
、
後
発
の
有
利
さ
を
駆

使
し
て
世
界
に
登
場
す
る
不
均
等
発
展
1
1
後
発
効
果
一
般
（
植
民
地
帝

国
主
義
イ
ギ
リ
ス
や
高
利
貸
帝
国
主
義
フ
ラ
ン
ス
に
対
置
さ
れ
る
「
若

々
し
い
、
異
常
な
速
度
で
進
歩
し
つ
つ
あ
る
資
本
主
義
国
㈹
」
米
・
独

・
日
の
あ
の
効
果
。
と
い
っ
て
も
第
一
次
大
戦
後
の
段
階
で
さ
え
大
陸

ア
メ
リ
カ
は
世
界
第
一
の
国
に
お
ど
り
出
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ

を
ぬ
く
国
は
以
降
、
大
陸
国
家
し
か
な
く
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
不
均

等
発
展
は
成
長
テ
ン
ポ
の
不
均
等
に
す
ぎ
な
く
な
る
。
）
に
解
消
す
る

見
地
と
は
異
な
る
見
地
で
あ
る
こ
と
を
含
む
。
そ
も
そ
も
か
ら
西
独
の

一
・
五
倍
の
面
積
と
一
・
六
八
倍
の
人
口
で
、
　
一
九
四
五
年
ま
で
の
粗

鋼
生
産
高
累
積
で
西
独
の
三
・
七
％
ほ
ど
し
か
な
か
っ
た
明
確
な
歴

史
上
の
格
差
を
持
つ
日
本
が
そ
れ
か
ら
一
八
年
ほ
ど
で
西
独
を
ぬ
き
さ

り
、
大
陸
的
な
生
産
集
積
を
持
つ
、
面
積
で
も
二
四
倍
以
上
の
ア
メ
リ

カ
に
せ
ま
る
と
い
う
事
態
は
、
内
発
的
な
成
長
テ
ン
ポ
の
不
均
等
性
論

の
枠
外
で
の
み
解
き
明
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
大
陸
国
家
間

の
対
抗
1
1
米
・
ソ
・
中
の
冷
戦
対
抗
の
時
代
の
異
常
事
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
解
き
明
か
す
た
め
に
は
、
こ
の
隔
絶
的
な
戦
前
と
の
生

産
力
格
差
に
現
れ
た
、
重
化
学
工
業
化
の
過
程
と
内
容
を
ま
ず
概
括
的

に
見
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
戦
後
は
、
占
領
権
力
下
の
、
労
農
勢
力
に
よ
る
民
主
革
命
の
進
展
と

民
主
改
革
の
時
期
を
通
ず
る
再
版
・
原
蓄
の
過
程
を
ま
ず
は
経
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
軍
封
低
位
の
段
階
に
似
つ
か
わ
し
い
繊
維
工
業
さ

え
も
軍
需
重
化
へ
と
振
り
む
け
、
一
切
を
あ
げ
て
「
総
力
戦
」
体
制
へ

と
の
め
り
込
ん
で
い
っ
た
後
の
敗
戦
は
、
も
は
や
軍
封
構
成
そ
の
も
の

の
解
体
を
意
味
し
て
い
た
。
世
界
大
戦
は
、
戦
争
の
機
械
化
段
階
”
己

れ
の
重
化
の
総
力
を
結
集
し
て
か
ま
え
ら
れ
る
戦
争
の
段
階
で
あ
っ
て
、

こ
こ
に
本
格
的
に
登
場
し
う
る
の
は
、
実
に
重
化
主
軸
の
構
成
を
持
つ

国
以
外
に
な
い
。
繊
維
基
軸
の
低
位
の
日
本
の
場
合
、
こ
の
総
力
戦
体

制
に
参
加
す
る
時
、
不
可
避
に
こ
の
戦
争
の
論
理
を
強
制
さ
れ
て
、
一

切
の
鉄
と
機
械
を
軍
需
1
1
重
化
に
振
り
向
け
て
、
基
軸
の
繊
維
の
物
的

条
件
さ
え
も
破
壊
す
る
以
外
に
な
い
。
総
力
戦
へ
の
参
加
は
、
こ
う
し

て
基
軸
の
破
壊
、
資
本
の
こ
の
構
成
の
破
壊
を
意
味
す
る
。
か
く
し
て
、

戦
争
の
破
局
の
後
に
は
、
構
成
の
崩
壊
し
か
な
い
。
将
に
口
く
＋
ヨ

“
目
O
お
よ
び
蓄
積
の
ω
o
げ
の
ヨ
9
の
崩
壊
④
」
1
1
構
成
そ
の
も
の
の
崩

壊
で
あ
っ
た
。

　
資
本
は
、
一
九
三
六
年
段
階
の
自
己
蓄
積
の
水
準
1
1
自
己
資
本
比
率

六
八
％
を
ピ
ー
ク
に
巨
大
な
外
部
負
債
を
強
制
さ
れ
て
こ
の
比
率
を
急

落
さ
せ
な
が
ら
、
己
れ
の
存
立
を
軍
需
へ
と
結
合
し
て
い
っ
た
。
そ
し

て
敗
戦
後
の
財
政
破
た
ん
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
の
高
進
の
中
で
貨
幣
H
資

本
価
値
そ
の
も
の
の
低
下
に
よ
り
所
有
そ
の
も
の
が
無
力
化
さ
せ
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
敗
戦
後
の
解
体
の
中
で
、
形
態
上
残
存
を
主
張
す
る
資
本

に
引
導
を
わ
た
し
、
地
主
制
の
解
体
を
行
な
う
も
の
は
既
存
の
日
本
の

権
力
で
は
な
く
外
的
権
力
口
占
領
権
力
以
外
に
な
か
っ
た
。
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こ
の
戦
前
構
成
の
終
了
を
告
示
し
、
新
規
の
資
本
の
創
成
を
な
す
と

き
、
そ
の
最
奥
の
所
有
の
基
盤
は
、
地
主
制
の
解
体
に
よ
っ
て
再
出
し

た
徳
川
期
か
ら
も
変
化
の
な
い
零
細
農
耕
で
あ
り
、
そ
れ
は
さ
ら
に
は

当
分
の
間
、
所
有
の
自
律
的
権
能
さ
え
制
限
さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
こ
こ
に
あ
る
の
は
こ
の
「
零
細
地
片
私
的
所
有
⑤
」
（
鍋
島
力
也

氏
の
概
念
を
支
持
・
援
用
す
る
。
）
と
そ
の
規
模
に
み
あ
っ
た
零
細
マ

ニ
ュ
、
零
細
資
本
と
、
一
三
〇
〇
万
人
の
失
業
者
で
あ
っ
た
。
（
「
戦
時

重
化
学
工
業
化
」
の
遺
産
た
る
設
備
は
六
〇
％
以
上
残
存
。
し
か
し
そ

の
限
界
も
す
ぐ
さ
ま
現
わ
れ
る
。
）

　
か
か
る
事
態
の
中
で
は
、
ま
ず
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
労
農
攻

勢
の
粉
砕
と
私
的
所
有
の
確
保
と
、
財
政
解
体
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
の
収

束
、
価
値
基
準
の
再
建
、
そ
れ
も
こ
の
弱
体
化
し
た
資
本
が
再
出
し
う

る
ほ
ど
の
低
レ
ベ
ル
で
の
再
建
な
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
四
七
年
新

物
価
体
系
で
の
物
価
六
五
倍
・
賃
金
二
七
倍
の
賃
金
の
圧
縮
を
、
占
領

権
力
の
強
力
を
バ
ッ
ク
に
し
て
敢
行
し
た
の
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
実
に
外
的
に
ド
ッ
チ
ラ
イ
ン
の
直
接
的
な
強
権
発
動
に
よ
っ
て
可
能

と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
ド
ル
と
リ
ン
ク
し
、
世
界
経
済
の

場
に
再
出
す
る
。
そ
し
て
労
農
攻
勢
粉
砕
1
1
私
的
所
有
の
最
終
的
確
保

を
宣
言
す
る
も
の
が
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
条
件
の
も
と
で
資
本
が
再
出
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
も
は
や

綿
・
絹
の
二
業
中
心
の
繊
維
基
軸
の
構
成
と
し
て
の
再
出
で
は
な
い
。

そ
れ
は
ま
ず
は
繊
維
基
軸
を
可
能
な
ら
し
め
る
旧
構
成
の
解
体
、
つ
い

で
は
化
繊
の
登
場
に
よ
っ
て
不
可
能
と
な
る
。
か
く
し
て
資
本
の
再
出

は
重
化
学
工
業
化
と
し
て
の
み
行
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
そ
れ

は
戦
後
の
世
界
史
的
条
件
に
も
強
制
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。
一
九
四
九

年
中
国
革
命
の
勝
利
に
よ
っ
て
、
日
本
は
対
ソ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
拠
点
の

西
独
と
な
ら
ぶ
対
ソ
・
中
の
ア
ジ
ア
拠
点
と
し
て
占
領
1
ー
ア
メ
リ
カ
権

力
か
ら
位
置
づ
け
ら
れ
る
（
米
・
ソ
対
立
と
中
国
革
命
の
進
展
を
見
据

え
た
四
八
年
ロ
イ
ヤ
ル
声
明
日
「
反
共
の
と
り
で
」
規
定
を
起
点
と
す

る
）
。
そ
の
た
め
潜
在
軍
事
・
重
化
の
構
築
が
至
上
命
令
と
な
る
。
戦

前
来
の
内
発
的
要
求
と
冷
戦
対
抗
の
た
め
の
潜
在
軍
事
力
構
築
の
要
求

が
結
合
さ
れ
、
い
わ
ば
こ
の
低
位
の
段
階
に
み
あ
っ
た
経
済
法
則
を
無

視
し
て
、
強
制
“
至
上
命
令
と
し
て
重
化
学
構
築
が
な
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
も
、
戦
前
来
の
ア
ジ
ア
ー
1
中
国
市
場
と
の
切
断
の
上
に
な
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
戦
前
の
軍
封
低
位
の
構
成
を
可
能
な
ら
し
め
た
、

中
国
・
ア
ジ
ア
支
配
の
便
宣
と
い
う
代
位
1
1
補
完
関
係
を
失
な
っ
た
上

で
、
こ
の
戦
後
の
低
位
の
地
盤
の
上
で
重
化
を
構
築
す
る
と
す
れ
ば
、

新
た
な
代
位
1
1
補
完
と
し
て
、
冷
戦
の
盟
主
1
ー
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
補
完

を
仰
ぐ
以
外
に
な
い
。

　
事
実
、
ま
ず
は
戦
後
再
建
1
1
生
産
再
開
が
、
朝
鮮
戦
争
と
そ
の
特
需

と
い
う
外
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
内
生
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
軌
道
に

の
る
と
い
う
こ
と
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
実
に
占
領
権
力
に
よ
る
旧

構
成
の
解
体
と
民
主
革
命
の
制
圧
、
そ
し
て
朝
鮮
戦
争
と
い
う
外
的
強

制
の
み
が
再
建
を
可
能
と
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
数
年
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前
の
一
九
四
六
年
一
二
月
に
開
始
さ
れ
る
石
炭
・
鉄
鋼
集
中
の
傾
斜
生

産
方
式
に
つ
い
て
一
言
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
戦
前
来
の
重
化
学
工

業
化
の
内
発
的
要
求
で
あ
る
と
同
時
に
、
又
こ
の
道
し
か
残
さ
れ
て
い

な
い
不
可
避
性
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
戦
後
重
化
学
工
業
化
の
原

点
と
も
な
る
生
産
の
再
開
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
復
金
資
金
も
生

産
的
に
吸
収
し
き
れ
ず
、
復
金
イ
ン
フ
レ
を
呼
び
起
こ
す
ほ
ど
の
も
の

で
し
か
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
、
戦
後
重
化
学
工
業
化
は
、
こ
の
後
数

年
を
経
て
の
み
、
朝
鮮
戦
争
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ

っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

第
二
章
重
化
学
工
業
創
出
へ
の
旋
回

　
戦
後
の
再
建
の
過
程
は
、
ま
ず
第
一
階
梯
（
一
九
五
〇
～
五
五
年
）

と
第
二
階
梯
（
一
九
五
五
～
六
〇
）
年
に
区
分
し
う
る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
3
表
に
示
さ
れ
て
い
る
様
に
一
九
五
一
～
五
五
年
に
か
け
て
家
計

消
費
の
伸
び
が
固
定
資
本
形
成
の
伸
び
を
上
ま
わ
り
、
一
九
五
五
～
六

〇
年
の
段
階
に
そ
れ
が
逆
転
す
る
。
同
様
に
、
第
4
表
で
も
第
一
階
梯

で
食
料
品
の
二
〇
四
・
七
に
示
さ
れ
る
H
グ
ル
ー
プ
の
伸
び
が
ま
ず
ー

グ
ル
…
プ
を
圧
倒
し
て
、
第
二
階
梯
に
お
い
て
そ
れ
が
逆
転
す
る
。
構

成
比
の
推
移
に
お
い
て
も
一
九
五
五
年
を
画
期
と
す
る
逆
転
が
示
さ
れ

て
い
る
。
第
一
階
梯
の
一
九
五
〇
年
は
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
生
産
再
建
を

示
す
も
の
で
あ
る
が
規
制
者
と
し
て
現
わ
れ
た
の
は
、
軍
需
1
1
重
化
で

は
な
く
、
民
間
消
費
の
波
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
一
九
三
四
～
三

表3　重化学工業化への旋回指標

轍i・95・一・9551
1955→1960　　　　1960→1965

家計消費

　　（％）92．9

33．6 113．9

@　　　　
固定資本形成

　　（％）84．4

184．1 104．3

出所　r日本経済統計』r経済要覧』使用の二瓶敏氏作成表（「日本資本主義

　　　の戦後再編と危機の進行」r土地制度史学』41号，1968年，4p．第3

　　　表）から筆者作成

六
年
を
一
〇
〇
と
し
て
五
〇

年
に
は
六
二
・
六
の
位
置
で

し
か
な
い
民
間
消
費
支
出

（
同
じ
敗
戦
の
西
ド
イ
ツ
で

も
一
九
三
六
年
基
準
で
、
五

〇
年
に
は
一
一
五
と
な
っ
て

い
る
。
一
切
を
戦
争
へ
と
投

入
し
、
そ
れ
故
、
敗
戦
後
に

は
全
く
国
民
の
悲
惨
さ
し
か

残
ら
な
い
日
本
の
姿
を
見
て

と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
）

の
飢
餓
的
水
準
は
異
常
な
低

水
準
の
た
め
一
旦
生
産
が
再

開
さ
れ
れ
ば
最
も
強
い
需
要

要
因
と
し
て
作
用
す
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、

こ
れ
は
生
産
再
開
時
の
重
化

の
生
産
能
力
の
低
水
準
の
表

現
で
も
あ
っ
た
。

　
か
く
し
て
最
初
は
低
位
の
民
間
消
費
が
生
産
の
起
動
力
と
し
て
作
動

せ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
れ
が
一
定
の
段
階
に
達
す
る
や
生
産
手
段
部
門
を

含
む
重
化
学
工
業
が
本
格
的
な
作
動
を
開
始
し
運
動
の
規
制
者
と
な
る
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と
い
う
こ
と
な
の
で
あ

る
o
事
実
、
工
業
生
産

力
が
ほ
ぼ
戦
前
の
水
準

に
回
復
す
る
の
は
一
九

五
五
年
ご
ろ
の
時
期
で

あ
る
が
、
同
期
、
米
作

は
そ
れ
ま
で
の
健
調
な

伸
び
を
や
め
、
そ
れ
以

降
ほ
ぼ
同
様
な
水
準
で

停
滞
的
に
推
移
し
、
粗

鋼
・
自
動
車
の
急
速
な

伸
び
と
対
照
を
な
し
て

い
る
（
表
5
）
。
か
く

し
て
戦
後
重
化
学
工
業

化
は
一
九
五
五
年
以
降

に
起
動
し
始
め
る
と
考

え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
と
す
れ
ば
重
化
学
工

業
化
起
点
の
五
五
年
に

で
は
な
く
、
す
で
に
五

一
年
に
発
動
し
て
い
る

鉄
鋼
第
一
次
合
理
化
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19651961

表51938年基準生産指数
19461195011955

636．0436．8145，474．88．6

1938

（6472千t）
　　100．0粗鋼

6944．42014．　8255．6118．555，6100．0自動車

109．3133．791．546．87．3100．0綿織物

125．6125．7125．497．793．2100．0米

出所　r日本の経済統計』r経済要覧』使用の二瓶敏氏作成表（「日本資本主義の戦後再編と危

　　　機の進行」r土地制度史学』41号，1968年，2　p，第2表）を引用。

（一

繻
ﾜ
一
～

五
五
年
）
の
意

義
、
さ
ら
に
そ

れ
へ
の
生
産
力

結
集
の
前
提
と

な
っ
た
戦
時
重

化
学
工
業
化
の

意
義
・
限
度
の

程
が
問
わ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
。

冷
戦
対
抗
と
朝

鮮
戦
争
の
ア
ジ

ア
拠
点
を
支
え

る
潜
在
的
軍
事

力
口
重
化
学
工

業
の
結
集
と
い

う
ア
メ
リ
カ
の

意
図
に
も
と
ず

く
一
九
五
一
年

ト
ッ
プ
レ
ペ
ル

作
業
“
動
員
生

産
力
調
査
に
よ

る
粗
鋼
生
産
量
の
二
倍
化
（
五
五
年
ま
で
）
の
要
求
と
、
そ
れ
に
も
と

つ
く
一
次
合
理
化
と
設
備
能
力
の
結
集
も
、
結
局
一
九
五
三
年
目
標
一

一
三
三
万
t
に
対
し
、
同
年
実
績
は
七
六
六
万
t
で
し
か
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
に
、
一
次
合
理
化
と
戦
時
重
化
の
限
界
が
示
さ
れ
る
。
所
要

資
金
の
七
五
．
六
％
を
外
部
資
金
に
依
存
し
、
そ
の
う
ち
の
二
〇
％
を

も
国
家
資
金
に
依
存
し
て
、
さ
ら
に
特
別
償
却
制
度
な
ど
の
保
護
を
加

え
ら
れ
な
が
ら
も
、
結
局
は
、
既
存
能
力
の
調
査
に
も
と
つ
く
目
標
値

に
も
達
し
な
い
旧
型
の
生
産
能
力
で
あ
っ
た
の
だ
っ
た
。
第
一
次
合
理

化
期
の
主
要
投
資
が
圧
延
部
門
の
近
代
化
へ
と
向
け
ら
れ
た
が
、
（
投

資
額
の
五
〇
％
）
そ
れ
は
鋼
材
の
品
質
を
改
良
こ
そ
す
れ
、
生
産
力
を

根
本
的
に
変
革
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
既
存
能
力
の
動
員

．
結
集
の
策
の
限
界
の
一
表
現
が
あ
る
。
か
く
し
て
既
存
能
力
結
集
で

は
な
く
、
創
出
の
論
理
が
一
九
五
五
年
以
降
、
ア
メ
リ
カ
日
冷
戦
対
抗

表6
　　　　　　　　　ロ　　　　　転＼＜1　　　　鉄鋼への
　　　　設備投資額手旨数

1952 100．0

105．053

59．554

54．1

160．8

55

@
5
6

227．5

334．0

607．3

57

58

59

842．560

出所　鉄鋼連盟r戦後鉄鋼史』鉄

　　　鋼新聞社，146p，表より筆

　　　者計算。
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の
論
理
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
、
設
備
投
資
額

の
推
移
に
現
れ
た
五
六
年
を
画
期
と
す
る
断
層
に
明
白
で
あ
る
（
表
6
）
。

第
一
次
合
理
化
1
1
結
集
策
か
ら
第
二
次
合
理
化
（
一
九
五
〇
～
六
〇

年
）
“
創
出
策
へ
の
転
換
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
こ
こ
で
、
一
九
五
五
年
を
画
期
と
す
る
鉄
鋼
業
創
出
1
1
重
化
学

工
業
化
の
過
程
を
、
第
二
次
、
第
三
次
と
続
く
合
理
化
と
し
て
果
た
す

鉄
鋼
業
に
つ
い
て
若
干
見
て
お
こ
う
。
創
出
へ
の
転
換
は
、
上
記
設
備

投
資
額
の
一
九
五
六
年
以
降
の
あ
ま
り
に
も
明
白
な
急
上
昇
に
示
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
次
の
こ
と
が
貫
ぬ
か
れ
て
い
る
。
第
一
次
合
理

化
期
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
作
業
に
も
示
さ
れ
る
冷
戦
鉄
鋼
供
給
基
地
闘
日

本
の
形
成
と
い
う
意
図
の
既
存
生
産
力
結
集
策
か
ら
創
出
策
へ
の
転
換

が
そ
れ
で
あ
る
。
周
知
の
ド
ー
ル
世
銀
調
査
団
（
「
調
査
を
通
じ
て
、
問

題
の
『
自
立
』
化
1
1
重
化
学
工
業
の
方
式
を
う
ち
だ
し
」
「
財
政
と
信

用
統
制
に
よ
る
資
金
の
計
画
的
ー
1
傾
斜
配
分
の
『
断
乎
た
る
』
方
策
を

勧
告
⑥
」
す
る
）
　
の
日
本
経
済
総
体
の
強
力
的
な
重
化
学
工
業
化
へ
向

け
て
の
結
集
の
命
令
及
び
世
銀
五
三
三
億
、
ワ
シ
ン
ト
ン
輸
出
入
銀
行

一
七
億
を
主
と
す
る
外
資
七
三
〇
億
円
（
全
調
達
資
金
の
九
・
六
％
、

外
部
借
入
金
の
一
＝
・
五
％
で
政
府
1
1
開
銀
融
資
の
減
少
を
カ
バ
ー
す

る
も
の
）
が
、
第
二
次
合
理
化
の
発
動
を
可
能
と
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
。

さ
ら
に
こ
の
外
資
が
、
貸
付
対
象
設
備
と
し
て
戸
畑
・
広
畑
・
千
葉
・

水
江
・
和
歌
山
・
灘
浜
の
新
製
鉄
所
の
高
炉
・
圧
延
設
備
建
設
を
指
定

し
ω
、
新
鋭
一
貫
製
鉄
所
と
い
う
画
時
代
的
生
産
力
構
築
を
指
導
1
1
先

導
し
た
と
い
う
点
で
、
冷
戦
論
理
“
ア
メ
リ
カ
の
意
図
に
よ
る
創
出
策

の
発
動
を
見
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
世
銀
ー
第
二
次
合

理
化
の
線
が
本
格
的
な
重
化
創
出
を
起
動
づ
け
た
と
言
い
う
る
。

　
こ
の
第
二
次
合
理
化
の
意
義
は
、
新
鋭
臨
海
製
鉄
所
構
築
に
よ
る
重

化
の
構
築
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
を
条
件
と
し
て
、
一
九
五
四

年
の
日
本
産
業
構
造
研
究
会
の
鉄
鋼
集
中
投
資
方
式
へ
の
疑
問
な
ど
を

一
挙
に
粉
砕
し
、
一
九
五
五
年
策
定
の
経
済
自
立
六
ケ
年
計
画
を
も
低

率
の
成
長
予
測
と
し
て
ほ
う
む
り
さ
り
、
一
九
五
七
年
の
新
長
期
経
済

計
画
（
と
い
っ
て
も
一
九
六
二
年
目
標
も
六
〇
年
に
達
成
さ
れ
て
し
ま

う
）
と
い
う
本
格
的
な
「
国
独
資
」
的
重
化
学
工
業
化
の
計
画
を
可
能

と
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
も
あ
る
⑧
。
日
本
の
政
府
1
1
独
占
の
国
独
資

の
体
系
的
発
動
も
冷
戦
と
い
う
外
的
論
理
に
よ
っ
て
起
動
づ
け
ら
れ
る

鉄
鋼
の
第
二
次
合
理
化
に
よ
っ
て
可
能
と
さ
れ
る
と
い
う
い
わ
ば
国
独

資
に
よ
る
重
化
学
工
業
化
の
開
始
と
い
う
関
係
と
は
逆
転
し
た
関
係
に

注
目
さ
れ
た
い
。
さ
ら
に
は
又
こ
れ
に
よ
っ
て
一
九
五
五
年
計
画
の
二

年
後
、
一
次
防
の
策
定
が
可
能
と
な
る
。
鉄
鋼
の
施
回
に
よ
っ
て
経
済

計
画
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
上
で
軍
事
が
可
能
と
な
る
。
ひ
と
え
に
戦

後
日
本
資
本
主
義
の
再
建
1
1
創
出
が
鉄
鋼
業
創
出
に
よ
っ
て
の
み
可
能

と
な
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
次
合
理
化
の
意
義
は
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
一
九
五
五
年
訪

米
鉄
鋼
視
察
団
、
五
六
年
鉄
鋼
I
E
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
ヒ
ュ
！
ズ
氏

の
招
聰
、
五
七
年
I
E
委
員
会
設
立
と
続
き
五
八
年
の
戸
畑
へ
の
ラ
イ
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　　　掲r鉄鋼統計要覧』第1－14表より筆
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営経

ン
．
ス
タ
ッ
フ
制
・
作
業
長
制
導
入
と
し
て
型
を
と
る
、
戦
後
独
占
の

新
型
労
働
力
統
轄
体
制
の
創
出
目
戦
後
日
本
の
労
動
支
配
体
制
の
拠
点

の
創
出
を
な
し
た
と
い
う
点
で
、
そ
の
意
義
を
見
て
と
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
こ
こ
で
拠
点
と
い
う
の
は
、
こ
こ
で
と
ら
れ
た
支
配
方
法
が
独
占

総
体
へ
向
っ
て
広
が
っ
て
ゆ
く
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
同
時
に
、
後
に

は
I
M
F
・
J
C
へ
と
続
く
右
派
労
働
運
動
の
拠
点
と
も
な
る
と
い
う

二
重
の
意
味
で
で
あ
る
。

　
さ
て
こ
の
第
二
次
合
理
化
開
始
の
一
九
五
六
年
以
降
、
粗
鋼
生
産
高

推
移
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
表
7
）
、
鉄
鋼
業
は
急
激
な
成
長
の
様

を
見
せ
る
。
一
九
五
八
年
に
減
産
1
1
不
況
を
含
む
と
は
い
え
、
（
急
激

な
伸
長
は
む
し
ろ
そ
れ
以
降
の
一
九
五
九
、
六
〇
、
六
一
の
三
年
間
で

あ
っ
た
）
五
五
年
か

ら
六
一
年
ま
で
に
三

倍
の
急
激
な
増
加
を

示
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
成
果
を
前
提
と

し
て
所
得
倍
増
計
画

が
策
定
さ
れ
、
そ
れ

に
対
応
し
て
第
三
次

鉄
鋼
合
理
化
が
一
九

六
一
年
に
発
動
さ
れ

る
（
経
済
計
画
と
鉄

鋼
業
展
開
の
本
格
的
結
合
）
が
、
翌
年
に
深
刻
な
不
況
に
遭
遇
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
ま
ず
こ
の
点
に
注
目
さ
れ
た
い
。
こ
れ
以
降
、
生
産
の

伸
び
は
は
か
ば
か
し
く
な
く
、
一
九
六
五
年
に
も
又
不
況
に
出
会
う
こ

と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
六
六
年
か
ら
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
の
波

に
乗
っ
て
一
九
七
一
年
ま
で
驚
異
的
な
成
長
を
と
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
七
一
年
以
降
、
周
知
の
長
期
の
不
況
期
段
階
に
突
入
し
て
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
推
移
に
つ
い
て
次
の
点
に
注
目
さ
れ
た
い
。
つ
ま
り
、
五
八

年
不
況
と
六
二
年
不
況
と
の
差
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
そ
の
差
は
、
第
一
に
、
五
八
年
不
況
の
場
合
、
翌
年
の
五
九
年
か
ら

平
均
三
〇
％
以
上
の
急
激
な
増
加
率
を
示
し
た
の
に
対
し
、
六
二
年
不
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況
の
場
合
六
五
年
ま
で
平
均
一
四
・
七
％
の
停
滞
的
な
増
加
率
で
終
始

し
た
こ
と
。
さ
ら
に
こ
の
不
況
が
鉄
鋼
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
。
そ
し
て

こ
の
背
後
に
は
国
民
総
生
産
内
民
間
消
費
構
成
比
の
五
五
年
の
＝
・

六
％
か
ら
六
〇
年
の
三
・
八
％
へ
の
激
落
が
進
行
し
て
い
た
。
第
二
に
、

投
資
実
積
推
移
の
点
で
、
第
二
次
合
理
化
期
に
は
一
度
も
減
少
も
な
く
、

一
九
五
八
・
五
九
、
六
〇
年
と
も
引
き
続
き
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、

一
九
六
二
年
不
況
の
場
合
、
六
二
年
以
降
六
四
年
を
底
と
し
て
減
少
し

続
け
、
六
五
年
の
投
資
額
も
六
一
年
の
六
六
％
の
低
水
準
で
し
か
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
九
六
二
～
六
五
年
不
況
は
、
戦
後
重

化
学
工
業
化
そ
の
も
の
が
限
界
に
達
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
は
周
知
の
「
転
型
期
」
の
こ
と
で
あ
る
。
六
五
年
に
は
五
五
年

以
来
初
め
て
、
民
間
企
業
設
備
投
資
対
前
年
度
比
で
マ
イ
ナ
ス
九
・
一

％
へ
と
落
ち
込
ん
だ
。
こ
の
期
が
民
間
設
備
投
資
主
導
型
成
長
か
ら
他

の
型
へ
の
「
転
型
期
」
で
な
い
こ
と
は
す
で
に
自
明
の
こ
と
だ
が
、
「
こ

の
成
長
鈍
化
の
過
程
で
新
た
な
蓄
積
条
件
が
整
え
ら
れ
る
や
ω
」
再
度
、

同
様
の
型
の
成
長
が
再
開
さ
れ
る
と
い
う
自
律
的
な
不
況
脱
却
準
備
期

で
も
な
か
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
、
在
来
低
位
の
地

盤
の
上
に
創
出
さ
れ
た
重
化
の
本
格
的
な
過
剰
の
時
代
の
到
来
で
あ
っ

た
。
一
九
五
八
年
不
況
と
六
二
～
六
五
年
不
況
の
差
異
、
前
者
の
高
成

長
期
の
中
断
と
後
者
の
戦
後
重
化
学
工
業
化
の
つ
い
に
行
き
着
い
た
本

格
的
過
剰
1
1
不
況
期
段
階
の
到
来
と
の
差
と
し
て
上
述
の
指
標
を
見
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
一
九
六
六
年
か
ら
ま
た
、
再
度
急
激
な
高
成
長
を
と
げ
て
、

一
九
六
九
年
に
は
鉄
鋼
輸
出
に
お
い
て
世
界
第
一
位
の
地
位
に
ま
で
登

り
つ
め
た
の
で
あ
り
、
こ
の
事
実
が
「
不
況
・
自
律
的
調
整
・
再
度
の

高
成
長
」
の
論
を
登
場
せ
し
め
る
こ
と
と
な
る
。
だ
が
、
大
不
況
の
脱

出
と
そ
の
後
の
高
成
長
も
ま
た
、
己
れ
の
体
内
か
ら
発
す
る
も
の
で
な

く
、
か
の
冷
戦
対
抗
と
い
う
創
生
期
以
来
己
れ
を
貫
く
外
的
イ
ン
パ
ク

ト
に
よ
っ
て
初
め
て
施
回
す
る
も
の
な
の
だ
っ
た
。

　
不
況
脱
出
の
一
九
六
六
年
は
周
知
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
お
け
る
北
爆

開
始
の
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
そ
の
特
需
が
不
況
期
の

脱
出
を
可
能
と
さ
せ
た
と
言
い
う
る
。
事
実
、
日
本
の
輸
出
鉄
鋼
に
占

め
る
対
米
割
合
が
一
九
六
四
年
の
三
〇
％
台
か
ら
六
五
年
に
は
一
気
に

四
〇
％
台
に
入
り
込
み
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
最
盛
期
の
一
九
六
八
年
に
は

五
二
・
六
％
に
ま
で
達
し
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
終
結
の
一
九
七
一
年
に

は
旧
水
準
の
二
〇
％
台
に
ま
で
急
落
す
る
。
一
九
六
八
年
に
は
国
内
生

産
鋼
材
の
一
四
％
ほ
ど
を
ア
メ
リ
カ
へ
輸
出
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
鉄
鋼
を
中
心
に
見
た
高
成
長
過
程
の
六
二
～
六
五
年
不
況
と

七
一
年
ま
で
の
高
成
長
の
展
開
は
あ
る
一
つ
の
日
本
の
命
運
を
制
す
る

問
題
を
提
起
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
｝
九
六
三
年
に
、
独
占
と
集
中

の
自
律
的
な
資
本
の
力
量
に
よ
っ
て
巨
大
重
化
を
構
築
し
て
来
た
西
ド

イ
ツ
を
ぬ
い
て
世
界
第
三
位
の
鉄
鋼
国
と
な
っ
た
時
、
わ
ず
か
二
〇
年

ほ
ど
前
に
は
軍
封
低
位
の
地
位
に
い
た
日
本
は
、
己
れ
の
力
量
に
似
つ

か
わ
し
な
く
い
程
に
偏
奇
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
六
二
～
六
五
年
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一
不
況
は
、
己
れ
の
重
化
を
在
来
低
位
の
地
盤
と
の
応
答
的
な
関
係
に
構

成
す
る
、
そ
れ
故
、
低
位
の
解
消
を
な
し
う
る
最
後
の
機
会
で
あ
っ
た

の
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
九
六
二
年
長
期
大
不
況
は

経
済
か
ら
そ
れ
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
今

や
そ
の
期
（
六
二
年
に
す
で
に
そ
の
期
を
逃
し
て
し
ま
っ
て
い
た
か
も

知
れ
な
い
が
）
を
す
ぎ
さ
り
、
さ
ら
に
高
い
高
成
長
を
と
げ
て
、
偏
奇

を
重
ね
て
し
ま
っ
た
と
す
れ
ば
、
残
さ
れ
た
道
は
、
続
け
て
こ
の
道
を

と
り
続
け
冷
戦
に
己
れ
を
か
け
る
の
か
、
あ
る
い
は
激
動
の
強
力
を
も

っ
て
貫
く
再
構
成
の
道
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
な
の
で

あ
る
。
と
す
れ
ば
、
後
述
す
る
の
は
こ
の
重
化
の
構
成
の
偏
奇
の
様
の

分
析
な
の
で
あ
る
。

第
三
章
　
戦
後
段
階
の
蓄
積
の
定
型

　
一
九
五
五
年
以
降
、
日
本
資
本
主
義
は
重
化
学
工
業
化
の
道
を
歩
み
、

六
五
年
前
後
に
重
化
学
工
業
段
階
に
突
入
し
た
。
冷
戦
対
抗
に
促
迫
1
1

起
動
づ
け
ら
れ
た
こ
の
国
の
重
化
の
展
開
・
確
立
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
見

い
出
し
、
前
述
の
叙
述
を
確
証
す
る
こ
と
（
そ
れ
は
鉄
鋼
業
中
心
の
叙

述
の
意
義
の
証
明
を
含
む
）
が
こ
こ
で
の
課
題
で
あ
る
。

　
さ
て
重
化
構
築
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
次
の
経
路
に
ま
ず
は
現
れ
る
。
一

九
五
一
年
以
降
五
九
年
ま
で
鉄
鋼
へ
の
設
備
投
資
額
が
機
械
へ
の
そ
れ

を
上
ま
わ
っ
て
、
つ
い
で
一
九
六
〇
年
以
降
に
機
械
が
鉄
鋼
の
そ
れ
を

上
ま
わ
る
。
戦
後
段
階
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
盤
の
石
油
化
学
の
場
合
も
同

様
に
、
一
九
五
二
年
石
炭
化
学
・
硫
安
の
限
界
の
露
呈
、
石
炭
業
不
振

の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
の
意
図
の
も
と
に
臨
海
立
地
の
石
油
精
製
業
が
ナ

フ
サ
供
給
力
を
一
九
五
五
年
に
つ
け
、
以
降
五
九
年
ま
で
化
学
工
業
へ

の
設
備
投
資
が
機
械
の
そ
れ
を
圧
倒
す
る
。
こ
の
間
、
　
一
九
五
九
年
ま

で
の
製
造
業
へ
の
設
備
投
資
額
の
六
八
％
が
重
化
へ
と
注
ぎ
込
ま
れ
る

（
こ
の
重
化
へ
の
製
造
業
設
備
投
資
額
の
七
〇
％
集
中
は
こ
の
国
の
定

則
と
な
る
点
に
注
目
さ
れ
た
い
）
（
表
8
）
。

　
こ
の
こ
と
は
、
基
盤
1
1
鉄
鋼
の
構
築
を
先
行
さ
せ
、
そ
れ
を
受
け
て

機
械
が
本
格
的
に
起
動
す
る
と
い
う
重
化
創
出
1
1
発
生
の
歴
史
的
経
路

を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
戦
後
の
再
出
発
に
際
し
、
機
械
へ
の

設
備
投
資
が
あ
っ
て
、
そ
の
起
動
の
後
そ
れ
の
刺
激
を
受
け
て
鉄
鋼
へ

の
投
資
が
行
な
わ
れ
る
既
存
の
重
化
学
工
業
国
の
経
路
と
は
異
な
っ
た

様
を
見
て
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
鉄
鋼
投
資
の
先
導
と
は
、
重
化
学
工

業
段
階
の
不
在
の
国
が
段
階
構
築
へ
向
っ
て
と
る
姿
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
は
投
資
資
金
の
重
化
へ
の
一
挙
投
入
と
い
う
こ
と
も
、
「
至
上

命
令
」
に
よ
る
重
化
の
強
行
創
出
の
一
表
現
と
も
み
な
さ
れ
よ
う
。

　
か
く
し
て
、
鉄
鋼
を
先
導
と
し
た
重
化
学
工
業
段
階
へ
の
強
行
的
一

挙
的
施
回
は
、
日
本
資
本
主
義
の
構
造
を
規
定
す
る
。
在
来
低
位
の
地

盤
の
上
に
超
絶
的
な
生
産
力
を
持
つ
新
鋭
重
化
が
一
挙
に
創
出
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
地
盤
の
再
編
・
解
体
・
支
配
を
通
じ
て
そ
れ
を

己
れ
の
生
存
の
屈
強
の
基
盤
と
し
つ
つ
、
そ
れ
と
の
間
に
特
有
の
矛
盾

と
格
差
・
断
層
を
つ
く
り
出
し
、
己
れ
の
み
が
突
出
し
て
い
く
こ
と
を
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不
可
避
な
ら
し
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
以
下
は
そ
の
こ
と
の
分
析
で

あ
る
（
表
4
と
表
9
の
比
較
）
。

　
そ
れ
を
ま
ず
産
業
構
成
上
の
問
題
と
し
て
見
て
お
こ
う
。
こ
こ
で
は

一
九
六
〇
・
六
五
・
七
五
年
の
産
業
構
成
比
に
注
目
さ
れ
た
い
。
そ
こ

で
見
い
出
さ
れ
る
の
は
第
一
に
、
重
化
の
比
重
が
三
〇
％
の
高
水
準
を

一
貫
し
て
維
持
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
重
化
構
築
を
支
え
た

建
設
業
（
そ
の
生
産
額
の
九
〇
％
以
上
が
固
定
資
本
形
成
に
向
け
ら
れ
、

民
間
住
宅
建
設
へ
と
向
う
量
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
を
特
徴
と
す
る
）

と
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
業
の
二
業
が
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
％
と
二
〇
％
の
高

水
準
を
維
持
し
続
け
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
一
九
六
〇
年
か
ら

七
五
年
ま
で
こ
の
数
値
が
安
定
的
に
推
移
し
て
い
る
こ
と
に
一
個
の
定

型
の
存
在
を
見
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
。

　
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
第
三
に
、
日
本
の
六
五
年
構
成
比
と
ア
メ
リ

カ
の
六
三
年
構
成
比
と
を
比
較
し
て
も
鉄
鋼
業
の
巨
大
さ
（
製
造
業
内

比
率
、
日
本
一
二
・
○
％
に
対
し
ア
メ
リ
カ
は
五
・
三
％
）
と
建
設
業

の
相
対
的
大
き
さ
（
全
産
業
比
、
日
本
九
・
五
％
に
対
し
ア
メ
リ
カ
は

七
・
五
％
。
建
設
業
の
生
産
額
中
総
固
定
資
本
形
成
に
寄
与
す
る
部
分

は
日
本
が
九
一
・
一
％
で
あ
る
の
に
対
し
ア
メ
リ
カ
は
五
四
・
一
％
で

あ
る
こ
と
に
注
意
）
。

　
実
に
、
鉄
鋼
基
軸
の
重
化
の
創
出
の
表
現
、
そ
れ
も
己
れ
の
全
て
が



固
定
資
本
形
成
に
向
う
建
設
業
の
存
在
に
示
さ
れ
る
国
土
の
全
面
的
再

編
を
伴
な
う
重
化
の
創
出
の
表
現
、
と
も
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
そ
し
て
第
四
に
、
そ
も
そ
も
か
ら
資
源
欠
除
の
こ
の
国
の
鉱
業
の
さ

ら
な
る
地
盤
下
と
第
H
グ
ル
ー
プ
・
軽
工
業
と
農
林
水
産
業
の
急
落
に

も
注
目
さ
れ
た
い
（
産
業
別
国
民
所
得
構
成
で
見
て
、
第
一
次
産
業
に

つ
い
て
、
一
九
六
〇
～
七
〇
年
に
、
日
本
は
一
四
・
九
か
ら
七
・
八
に
、
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表8の付表　全産業中の設備投資額比　　（％）

鉄　 鋼

非鉄金属

石油・化学

機　 械

計

1975

18．5

2．6

19．7

13．1

53．9

1979

7．7

1．1

10．　9

16．8

36．5

1979年製造業中

構　成　比

31．6

4。3

29．8

21．4

87．1

出所　前掲r経済要覧』160p．通産省調査表より作成。

（注）　ただ，開発銀行の調査数値は若干上記のものとことなる。

79年製造業申構成比は開銀のものであるが，通産省表に比

し軽工業も表出されており，製造業の計（紙パ・印刷など

が入っていない）が算出しうるものである。しかし，若干

の他の製造業が表出されていないので，若干割引いて見て

いただきたい。

ア
メ
リ
カ
は
四
・
一
か
ら
三
・
一
へ
、
西
ド
イ
ツ
は
五
・
七
か
ら
三
・

ニ
へ
α
∞
）
。
こ
れ
ら
の
在
来
産
業
の
凋
落
は
一
九
五
五
年
1
1
重
化
学
工
業

化
開
始
の
画
期
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
勢
い
は
衰
え
る
こ
と
な
く
継
続
し

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
重
化
の
構
築
が
在
来
産
業
を
押
し
つ
ぶ
し
な
が

ら
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
特
に
農
業
（
六
五
年
の
六
・
八
か
ら
七
五

年
の
三
・
九
へ
）
と
食
料
品
工
業
（
六
五
年
の
八
・
二
か
ら
七
五
年
の

二
・
八
へ
）
の
凋
落
は
著
し
く
、
こ
の
国
が
自
前
で
は
も
は
や
国
民
の

生
存
さ
え
確
保
し
え
な
く
な
る
段
階
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
（
こ

の
点
は
食
料
輸
入
の
問
題
を
考
慮
さ
れ
た
い
。
輸
入
総
額
の
一
五
％
！
）
。

　
さ
て
次
に
、
創
出
さ
れ
た
重
化
学
工
業
段
階
の
内
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

つ
い
て
若
干
見
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
は
周
知
の
重
化
の
内
部
循
環
の

大
き
さ
が
ま
ず
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
こ
で
も
問
題
は
そ
の
量
で
は
な

く
そ
の
内
容
で
あ
る
（
表
1
0
i
1
・
2
・
3
）
。

　
以
降
、
一
九
六
五
年
、
七
五
年
の
産
業
連
関
表
と
ア
メ
リ
カ
の
一
九

六
三
年
産
業
連
関
表
に
依
っ
て
見
て
お
こ
う
（
こ
こ
で
、
日
本
の
六
五

年
表
と
ア
メ
リ
カ
の
六
三
年
表
を
使
用
し
た
山
田
盛
太
郎
氏
の
分
析
を

参
照
さ
れ
た
い
ω
）
。

　
ま
ず
第
一
に
注
目
す
べ
き
は
、
日
本
の
鉄
鋼
業
そ
れ
自
体
の
内
部
循

環
の
大
き
さ
で
あ
る
。
こ
の
点
ア
メ
リ
カ
と
対
照
的
で
あ
り
、
日
本
が

鉄
鋼
業
総
生
産
高
の
五
九
・
二
％
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
は
一
九

・
九
％
の
水
準
に
し
か
な
い
。
日
本
鉄
鋼
業
は
、
ほ
ぼ
六
〇
％
を
自
己

蓄
積
の
中
に
投
げ
込
み
、
残
り
の
一
七
％
を
ま
ず
機
械
へ
と
振
り
向
け
、
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成（1975年）

羅幣毘i饒鞭
表9産業構

一陸産額
渇
」
溶
　
’
7
3
2
渇
3
』

39

Q6

W
6
1
2
3
4
5
2

・6・・

^
1
i
l
i

／3．9

0．5

10．3

2。0

100．0

67．7

21．7

17．0

31．1

　　8．1

11．4

14．9

　　7．3

32．2

　　7．2

14．5

　　（億円）

1311841

888468

285183

222644

407633

105839

149793

195652

　　96395

423373

　　94193

190077

製造業
　1

〈金属〉

一次金属
く機械〉

電　　気
輸　　送

〈化学工業〉

石油・石炭製品

　H

食料品
繊　　維

＝
＝

130382

15114

340729

66423

農林漁業
鉱　　業

建設業
電力・ガス・水道

　
　
さ
ら
に
鉄
鋼
以
外
の
金
属
と
建
設
と
輸
出
と
へ
そ
れ
ぞ
れ
八
％
ほ
ど
が

　
　
流
通
し
て
い
く
。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
自
己
蓄
積
の
二
〇
％
以
外
は
、

　
　
金
属
製
品
へ
二
五
％
弱
、
機
械
へ
は
三
六
・
四
％
が
流
通
し
て
い
く
。

15

@
こ
こ
で
は
、
鉄
鋼
の
機
械
へ
の
流
通
量
の
日
米
差
が
注
目
さ
れ
る
が
、

1　
　
こ
れ
は
機
械
工
業
の
質
的
差
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。

出所　前掲r経済要覧』所収。昭和50年産業連関表（29部門統合表）

　　　より筆者作成。
る
。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、

を
占
め
る
民
間
消
費
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

間
消
費
へ
は
一
〇
・
四
％
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
電
気
・
ガ
ス
・
水

道
業
の
場
合
、
日
本
で
は
鉄
鋼
へ
は
七
・
六
％
（
機
械
へ
は
六
・
四
％
）

　
第
二
に
機
械
工
業
の
場
合
、
日
米
と
も
自
己
内
部
循
環
は

ほ
ぼ
三
〇
％
弱
で
あ
る
が
、
日
本
の
場
合
、
最
終
需
要
の
国

内
総
固
定
資
本
形
成
へ
と
向
う
の
が
三
五
％
を
も
占
め
、
民

間
消
費
支
出
へ
は
八
・
七
％
し
か
向
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

に
特
徴
が
あ
る
。
機
械
工
業
の
主
流
は
蓄
積
手
段
と
な
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
と
対
照
的
に
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
個
人
消

費
支
出
、
総
固
定
資
本
形
成
の
三
者
に
ほ
ぼ
一
七
％
ほ
ど
が

均
等
に
配
分
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
重
化
の
民
間
消
費
と
深

い
結
合
を
持
つ
こ
と
な
く
資
本
蓄
積
へ
と
力
を
集
中
す
る
姿

が
看
取
さ
れ
な
よ
う
。

　
第
三
に
、
産
業
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
た
る
石
油
・

石
炭
（
現
在
で
は
石
炭
は
解
体
状
況
で
あ
る
が
統
計
の
表
現

に
従
が
う
）
と
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
業
に
つ
い
て
も
日
本
的

特
徴
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
石
油
・
石
炭
業
の

場
合
、
重
化
へ
の
内
部
循
環
の
巨
大
さ
（
日
本
三
七
・
五
％

に
対
し
ア
メ
リ
カ
一
七
・
三
％
）
に
注
目
さ
れ
た
い
。
特
に

そ
の
主
流
は
鉄
鋼
向
け
で
あ
っ
て
一
五
・
五
％
を
占
め
、
ア

メ
リ
カ
の
そ
れ
の
○
・
七
％
と
際
立
っ
た
対
比
を
見
せ
て
い

　
　
　
　
　
　
需
要
先
き
の
主
流
は
、
全
体
の
三
七
・
七
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
の
主
流
は
鉄
鋼
で
民
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で
ア
メ
リ
カ
の
二
・
一
％
（
機
械
へ
は
日
本
と
逆
に
そ
れ
よ
り
多
く
て

二
・
五
％
）
と
対
照
的
で
あ
る
が
、
民
間
消
費
向
け
は
逆
に
ア
メ
リ
カ

が
多
く
三
八
二
二
％
と
な
っ
て
い
る
の
に
日
本
の
場
合
二
九
・
四
％
な

の
で
あ
る
。
総
じ
て
日
本
の
場
合
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
業
の
二
八
・

九
％
が
重
化
へ
向
け
ら
れ
、
重
化
偏
重
の
様
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

　
第
四
に
、
す
で
に
指
摘
し
た
様
に
、
建
設
業
の
九
一
・
一
％
に
登
ぼ

る
固
定
資
本
形
成
へ
の
流
入
も
注
目
さ
れ
る
（
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
は
五

四
・
一
％
）
。

麹
　
O
ー
一
　
　
0
9
醤
ロ
卦
鰍
淋
醐
認
澱
。
調
糊
訟
灘
拝

　
さ
て
、
以
上
の
こ
と
は
日
・
米
の
構
造
上
の
差
1
1
範
疇
差
を
示
す
も

の
に
ほ
か
な
ら
な
く
、
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
構
成
が
、
鉄
鋼
の
内
部

循
環
1
1
蓄
積
を
軸
に
、
そ
こ
ヘ
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
の
主
力
を
注
ぎ
、
そ

し
て
機
械
は
ま
ず
は
蓄
積
手
段
へ
と
向
う
、
重
化
の
自
己
拡
大
の
型
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
よ
う
。
こ
の
鉄
鋼
基
軸
の
重
化
の
自
己

拡
大
の
地
域
的
展
開
を
支
え
る
の
が
固
定
資
本
形
成
業
に
偏
奇
し
た
建

設
業
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
民
間
消
費
は
重
化
と
応
答
的
な
循
環

を
描
く
こ
と
の
で
き
な
い
地
位
に
陥
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込
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い
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、

額
の
一
四
・
五
％
が
民
間
・
個
人
消
費
へ
と
向
う
ア
メ
リ
カ
と
、
六
・

九
％
し
か
そ
れ
に
流
入
し
な
い
日
本
と
の
差
に
止
目
）
。
日
本
の
生
産

と
消
費
の
矛
盾
は
、
特
有
の
深
さ
を
持
つ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
さ
て
、
以
上
の
重
化
の
自
己
拡
大
・
優
先
投
資
と
い
う
構
図
は
、
後

発
国
の
重
化
学
工
業
化
の
通
則
と
も
目
さ
れ
よ
う
が
、
事
態
は
す
で
に

先
進
国
を
自
称
す
る
重
化
学
工
業
段
階
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
そ

れ
は
創
出
の
構
成
と
い
う
よ
り
も
一
個
の
定
型
の
規
定
を
与
え
ね
ば
な

ら
な
い
よ
も
の
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
重
化
そ
の
も
の
の
自
己
肥

大
と
い
う
、
鉄
鋼
基
軸
の
「
重
化
学
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
」
の
規
定
を
妥

当
と
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
拡
大
に
つ
ぐ
拡
大
を
己
れ
の
生
存
の
定
型
と
す
る
重
化
が
、
ひ

と
た
び
過
剰
基
調
に
転
じ
た
場
合
、
切
断
さ
れ
た
国
内
と
の
再
結
合
の

道
は
な
く
（
格
差
の
下
に
あ
る
低
位
の
地
盤
が
存
在
し
、
そ
れ
に
重
化

が
依
存
す
る
か
ぎ
り
）
、
外
的
に
洪
水
的
な
輸
出
へ
と
身
を
か
け
る
ほ
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表10－3　1975年日本産業連関需要構成比

需要
中 間 需 要 最　終 需　要

総

投入
　1
Nループ

金属
うち

S鋼
機械

石油・

ﾎ炭
　∬
Oループ

建設
電気・

Kス

個人消

?x出
政府

x出

総固定

走{
`成

輸出

生
産
額

1グループ 42．1 1710 14．7 18．9 0．7 2．7 9．5 1．3 5．6
一

13．0 14．8 100

金　　　属 48．1 39．4 16．5 0．1 1．9 16．3 0．0 1．8
一

0．7 12．9 100

うち鉄鋼 60．2 52．2 18．7 0．0 0．8 Z8 0．0 0．1
一 一1．0 14．0 100

機　　　械 0．5 0．4 30．6 0．1 0．5 2．6 0．3 73 一 29．8 21．0 100

石油・石炭 18．8 18．0 1．3 5．5 2．0 2．3 11．3 4．5
一 一

2．6 100

建　　　設 0．1 0．0 0．1 0．0 0．1 0．0 0．5 一 一
92．7

一
100

電気・ガス 12．9 11．4 4．9 0．8 75 3．5 2．0 24．8 6．6
一

0．0 100

出所：前掲『経済要覧』昭和50年29部門統合表ホり筆者作成。
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か
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
輸
出
攻
勢
へ
と
己
れ
を
注
ぎ
込
む
時
、
今
や

世
界
第
三
位
の
重
化
学
工
業
国
、
そ
れ
も
重
化
偏
重
の
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ

ア
の
こ
の
国
の
場
合
、
世
界
市
場
の
な
り
ふ
り
か
ま
わ
な
い
最
大
の
撹

乱
者
と
し
て
現
れ
ざ
る
を
え
ま
い
。

　
以
上
、
六
五
年
産
業
連
表
に
示
さ
れ
た
定
型
は
、
一
九
七
五
年
に
も

同
様
に
貫
い
て
い
る
（
表
1
0
1
3
）
。
第
一
に
、
一
次
金
属
1
1
鉄
鋼
の

自
部
門
内
部
循
環
は
減
少
し
た
と
は
い
え
五
二
・
二
％
の
高
率
を
維
持

し
、
第
二
に
機
械
の
総
固
定
資
本
形
成
へ
向
う
比
率
も
約
三
〇
％
と
減

少
し
て
は
い
る
が
や
は
り
高
率
で
あ
り
、
自
己
肥
大
の
定
型
は
厳
と
し

て
い
る
。
問
題
は
、
一
九
七
五
年
は
、
一
九
七
一
年
に
始
ま
る
大
不
況

期
の
た
だ
中
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
こ
の
定
型
を
貫
い
て
い
る
、
否
、

貫
ぬ
か
ざ
る
を
え
な
い
こ
の
戦
後
構
成
の
悲
劇
の
程
で
あ
る
。
ま
ず
そ

れ
は
、
こ
の
定
型
か
ら
不
可
避
と
さ
れ
る
輸
出
攻
勢
の
激
化
と
し
て
現

れ
る
が
、
そ
の
点
一
九
六
五
年
の
鉄
鋼
、
機
械
の
総
生
産
高
の
八
％
水

準
の
輸
出
か
ら
今
や
そ
れ
ぞ
れ
一
四
％
と
二
一
％
へ
と
拡
大
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
次
に
、
重
化
の
民
間
消
費
の
占
め
る
割
合
が

六
五
年
の
六
・
五
％
か
ら
五
・
六
％
に
低
落
し
、
増
々
、
生
産
と
消
費

の
矛
盾
、
重
化
と
民
間
消
費
と
の
断
層
を
深
め
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ

れ
る
。
さ
ら
に
、
石
油
・
石
炭
業
と
電
気
・
ガ
ス
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
部

門
の
鉄
鋼
へ
の
傾
斜
・
依
存
は
強
ま
り
、
六
五
年
の
そ
れ
ぞ
れ
一
五
・

五
％
、
七
・
六
％
か
ら
一
八
・
○
％
、
＝
・
四
％
へ
と
増
大
さ
せ
、

鉄
鋼
へ
と
己
れ
を
か
け
、
鉄
鋼
は
機
械
へ
の
流
通
の
比
率
を
一
七
・
四

％
か
ら
一
八
・
七
％
へ
と
増
加
さ
せ
、
機
械
は
輸
出
を
八
・
七
％
か
ら

二
一
％
へ
と
増
大
さ
せ
て
い
く
。
消
費
を
押
さ
え
鉄
鋼
と
機
械
の
輸
出

に
、
こ
の
世
界
的
大
不
況
期
の
中
で
力
を
注
い
で
ゆ
く
と
き
の
こ
の
戦

後
定
型
の
悲
劇
の
程
は
す
で
に
明
白
で
あ
ろ
う
。
こ
の
国
の
基
軸
1
1
鉄

鋼
は
、
自
己
蓄
積
と
機
械
需
要
と
輸
出
と
に
己
れ
の
八
五
％
を
か
け
て

い
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
在
来
産
業
と
の
切
断
・
断
層
と
い
う
重
化

の
構
成
は
、
六
五
～
七
五
年
の
一
〇
年
間
に
増
々
明
ら
か
な
も
の
と
な

り
、
ー
グ
ル
ー
プ
重
化
の
H
グ
ル
ー
プ
軽
工
業
へ
の
流
入
比
率
は
五
・

七
％
か
ら
二
・
七
％
へ
と
激
落
し
た
。
特
に
機
械
と
石
油
・
石
炭
は
著

し
く
、
在
来
・
軽
工
業
が
そ
の
存
立
基
盤
そ
の
も
の
を
奪
い
さ
ら
に
来

て
い
る
こ
と
を
看
取
さ
れ
た
い
。

最
　
後
　
に

　
世
界
史
的
低
位
の
地
盤
に
適
合
的
な
繊
維
基
軸
の
戦
前
軍
・
封
構
成

の
一
時
代
は
敗
戦
に
よ
っ
て
終
了
し
た
。
残
さ
れ
た
道
は
、
私
的
所
有

の
枠
の
止
場
に
よ
る
低
位
の
解
消
し
か
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
戦
後

の
攻
勢
と
粉
砕
1
1
敗
北
の
中
で
後
来
の
課
題
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

し
て
出
現
し
た
道
は
、
低
位
の
地
盤
に
応
答
的
な
道
で
は
な
く
、
「
至
上

命
令
」
と
し
て
の
冷
戦
段
階
に
み
あ
っ
た
重
化
の
一
挙
的
で
強
力
的
な

移
植
・
創
出
で
あ
っ
た
。
こ
の
非
応
答
の
重
化
を
低
位
の
地
盤
の
上
に

移
植
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
重
化
1
1
独
占
と
低
位
の
地
盤
と
の
問
に
深

い
断
層
を
つ
く
り
出
し
、
低
位
を
低
位
の
枠
の
中
に
押
し
込
め
る
こ
と
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一
を
意
味
し
た
。

　
こ
の
低
位
の
地
盤
と
は
、
そ
の
底
辺
に
再
出
の
零
細
地
片
私
的
所
有

（
小
農
範
疇
さ
え
も
適
用
さ
れ
え
な
い
も
の
）
を
置
き
、
そ
の
私
的
所
有

規
模
に
み
あ
っ
た
中
小
零
細
企
業
を
そ
の
上
に
お
く
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
の
零
細
地
片
私
的
所
有
を
基
底
に
持
う
小
所
有
の
一
団
が
下
層
を
な

し
、
そ
こ
に
断
層
が
ひ
か
れ
、
重
化
は
そ
の
上
に
超
出
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
断
層
故
に
、
低
位
の
中
小
所
有
に
は
上
向
の
道
は
な

く
、
再
編
と
激
動
の
中
で
解
体
と
再
出
を
く
り
か
え
し
、
系
列
支
配
に

の
み
己
れ
の
存
立
を
か
け
る
ほ
か
は
な
い
（
格
差
・
系
列
支
配
と
い
う

中
小
企
業
の
根
本
問
題
は
独
占
と
非
独
占
と
の
競
争
・
収
奪
一
般
に
解

消
し
え
る
も
の
で
な
く
、
創
出
重
化
と
低
位
の
地
盤
と
の
問
題
と
し
て

の
み
解
き
明
か
す
こ
と
が
で
き
る
）
。
さ
ら
に
低
位
の
地
盤
の
最
深
の

基
礎
1
1
中
小
私
的
所
有
の
基
礎
た
る
零
細
地
片
的
所
有
は
、
私
的
所
有

体
系
の
確
保
・
保
守
集
票
地
確
保
の
目
的
の
た
め
に
の
み
所
有
の
枠
の

み
は
国
家
的
な
保
護
を
加
え
ら
れ
る
が
、
超
絶
的
重
化
と
の
特
有
な
格

差
の
中
で
解
体
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
農
村
は
最
大
の
労
働
力
供
給
基
地

と
化
す
（
こ
こ
で
も
こ
れ
を
農
工
間
格
差
一
般
に
解
消
し
え
な
い
）
。
農

業
解
体
と
農
民
の
半
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
規
定
の
妥
当
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
。

　
か
く
し
て
、
上
記
の
点
で
、
重
化
は
己
れ
の
施
回
の
屈
強
の
地
盤
と

し
て
在
来
低
位
の
地
盤
を
位
置
づ
け
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
人

件
費
の
比
率
（
売
上
高
に
占
め
る
人
件
費
の
割
合
）
の
極
端
な
低
位
の

程
に
示
さ
れ
る
（
一
九
五
五
年
の
一
〇
・
八
五
％
か
ら
一
九
六
九
年
の

七
・
七
〇
％
へ
の
低
落
、
西
ド
イ
ツ
一
九
六
一
年
一
八
・
〇
五
％
か
ら

一
九
六
八
年
一
九
・
○
○
％
の
水
準
と
対
比
さ
れ
る
㈱
）
。
こ
こ
で
は
、

坐
ー
プ
ロ
農
民
の
農
業
所
得
と
農
外
賃
金
を
底
辺
と
し
た
男
子
・
女
子
の

賃
金
格
差
を
含
む
低
賃
金
の
階
層
構
造
が
形
成
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
は

地
帯
的
に
も
展
開
す
る
（
所
有
規
模
に
基
礎
を
持
つ
東
北
型
と
近
畿
型

に
み
あ
っ
た
展
開
）
。
そ
し
て
こ
の
地
帯
的
展
開
に
み
あ
っ
た
重
化
の

地
帯
的
展
開
が
な
さ
れ
る
。
こ
こ
に
賃
金
の
階
層
的
な
序
列
体
系
が
形

成
さ
れ
、
そ
の
上
層
に
位
置
す
る
重
化
闘
独
占
に
年
功
的
序
列
が
可
能

と
な
る
。

　
さ
ら
に
、
重
化
が
低
位
の
地
盤
を
己
れ
の
施
回
の
屈
強
の
地
盤
と
し

て
系
列
支
配
を
行
な
い
、
低
位
の
地
盤
は
零
細
地
片
私
的
所
有
を
底
辺

と
し
た
下
層
へ
の
下
請
㌔
ハ
ー
ト
等
々
に
よ
っ
て
序
列
支
配
を
行
な
い
、

相
互
に
縦
に
依
存
し
あ
う
（
重
化
は
冷
戦
と
国
家
に
国
家
は
冷
戦
盟
主

ア
メ
リ
カ
に
縦
に
依
存
す
る
）
場
合
、
縦
へ
の
依
存
と
支
配
と
い
う
序

列
目
身
分
的
（
擬
制
で
あ
る
が
）
序
列
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
新
型
の
背

薩
と
し
て
現
れ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
に
零
細
地
片
私
的
所
有
を
底
辺
と
す

る
小
私
的
所
有
の
体
系
が
生
み
出
す
所
有
意
識
の
小
型
化
が
重
さ
な
る
。

　
以
上
の
創
出
重
化
と
断
層
を
持
つ
低
位
の
地
盤
の
存
在
と
い
う
も
と

で
は
、
重
化
は
低
位
の
地
盤
を
無
視
し
て
己
れ
の
み
が
自
己
膨
張
を
と

げ
え
る
の
で
あ
っ
て
、
重
化
の
み
が
超
出
す
る
い
わ
ば
重
化
学
モ
ノ
カ

ル
テ
ユ
ア
的
構
成
を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
己
れ
の
地
盤
と
非
応
答
の

超
出
し
た
重
化
に
は
、
そ
れ
故
も
は
や
一
切
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
資
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本
家
的
支
配
と
そ
の
手
法
は
ス
ト
レ
ー
ト
に
貫
徹
す
る
。
ア
メ
リ
カ
的

管
理
手
法
の
一
方
的
貫
徹
と
は
、
こ
の
超
絶
的
で
新
規
の
重
化
を
、
戦

後
労
農
攻
勢
粉
砕
の
上
に
移
植
“
創
出
し
た
が
た
め
に
可
能
と
な
っ
た

と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
最
後
に
次
の
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
低
位
の
地
盤
の
上
に
、
そ
れ

を
無
視
し
て
超
絶
的
な
生
産
力
を
持
つ
重
化
を
移
植
す
る
場
合
、
お
よ

そ
資
本
が
己
れ
の
蓄
積
を
前
提
と
し
て
出
発
し
そ
れ
に
蓄
積
を
重
さ
ね

て
い
く
事
態
と
は
異
な
る
事
態
が
現
れ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
事
態
と
は
、
私
的
所
有
の
枠
の
突
破
を
さ
え
意

味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
の
自
己
資
本
比
率
の
極
端
な
低
さ
の
こ
と
で

あ
る
。
一
九
七
〇
年
現
在
全
産
業
平
均
の
自
己
資
本
比
率
は
日
本
は
一

八
・
六
％
、
ア
メ
リ
カ
は
五
三
・
八
％
、
西
ド
イ
ツ
は
（
一
九
六
九
年
）

四
三
・
二
％
で
あ
り
⑬
、
特
に
鉄
鋼
は
一
九
七
六
年
現
在
、
一
〇
・

一
％
、
ア
メ
リ
カ
五
三
・
六
％
、
西
ド
イ
ツ
ニ
七
二
二
％
で
あ
る
α
の
。

こ
の
こ
と
は
、
単
に
外
部
資
金
の
借
入
れ
に
よ
る
高
成
長
の
結
果
と
い

う
一
見
自
明
の
こ
と
に
解
消
さ
れ
て
は
い
け
な
い
。
金
融
費
用
の
負
担

に
悩
み
な
が
ら
も
こ
れ
を
行
な
い
、
い
や
行
な
わ
せ
た
の
は
何
に
か
が

問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
実
に
、
己
れ
の
蓄
積
水
準
を
無
視
し
、
そ
れ

故
、
、
日
本
の
資
本
の
私
的
所
有
の
水
準
を
無
視
し
、
そ
の
枠
を
破
っ
て

重
化
が
冷
戦
論
理
に
促
迫
さ
れ
て
強
力
的
・
一
挙
的
に
創
出
さ
れ
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
己
れ
に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
重

化
が
基
軸
の
地
位
に
つ
き
施
回
し
は
じ
め
る
や
、
こ
の
自
己
資
本
比
率

の
低
さ
は
こ
の
基
軸
重
化
の
下
に
再
編
さ
れ
る
全
産
業
の
通
則
と
し
て

現
れ
る
。

　
総
じ
て
、
全
問
題
の
枢
要
点
は
、
世
界
史
的
例
外
を
な
す
戦
後
高
度

経
済
成
長
を
可
能
と
さ
せ
た
秘
密
を
、
低
位
の
地
盤
の
上
に
そ
の
内
的

法
則
を
無
視
し
て
重
化
が
】
挙
的
・
強
力
的
に
移
植
・
創
出
さ
れ
た
こ

と
と
し
て
把
握
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
又
そ
の
故
に
こ
そ
、
本
稿
の
示

す
重
化
学
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
構
成
が
不
可
避
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
最
後
に
、
本
来
、
植
民
地
の
単
一
耕
作
偏
奇
の
様
を
示
す
モ
ノ
カ
ル

チ
ュ
ア
規
定
も
、
冷
戦
段
階
の
あ
た
か
も
植
民
地
の
よ
う
な
産
業
構
造

の
様
変
り
と
偏
奇
の
様
を
示
す
も
の
と
し
て
妥
当
す
る
の
で
あ
る
。
こ

の
規
定
を
旧
植
民
地
の
も
の
と
し
て
固
執
す
る
場
合
、
そ
れ
は
そ
れ
と

し
て
筆
者
に
と
っ
て
は
文
句
の
つ
け
様
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
問
題
は

こ
の
言
葉
の
示
す
、
日
本
の
偏
奇
の
様
の
把
握
な
の
で
あ
る
。
こ
の
異

様
な
規
定
を
与
え
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
現
実
こ
そ
が
問
題
な
の
で
あ

で
た
。
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